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2024 授業概要　

動作観察に興味を持ち、機能面との関連性について学ぶ。

講義内容

授業回数 理学療法士科1年

科目名 動作観察・分析Ⅰ

動作観察とは

理学療法評価における動作観察を行う上での導入部分のポイントを把握する。

ヒトの動作と関節可動域や筋力との関連性について学ぶ。

ヒトの動作を動画などで確認し、動作の個人差・個体差を確認する形で進める。

グループワーク①

ビデオによる動作観察実践②

グループワーク②

ヒトの動作とは

動作観察のポイント（着眼点について）

ビデオによる動作観察実践①

まとめ

筆記試験にて評価する。

授業時に必要なプリント資料を配布する。

理学療法評価学 松澤 正 金原出版社

書籍名 著者名 出版社


